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「ゲーテの妻」再発見

クリスティアーネ研究史 と最近の研究動向

石 原 あ え か

1.は じ め に 歪 め ら れ た ク リ ス テ ィ ア ー ネ 像

 光 溢 れ る イ タ リア か ら帰 還 した ば か りの ゲ ー テが ， ヨハ ンナ ・ク リ ス テ

ィ ア ー ネ(た だ し洗 礼 名 は ク リ ス テ ィ ア ー ナ)・ ゾ フ ィ ア ・ブ ル ピ ウ ス

(1765-1816)と 運 命 的 な出 会 い を した の は，1788年7月12日 の こ とだ っ た 。

彼 は38歳 ， 彼 女 は23歳 だ っ た 。 そ の 日か らふ た りは深 い 仲 に な り， イル ム

河 畔 の 「庭 の 家Gartenhaus」 で密 会 を続 け る。1789年 ， ふ た りの 関 係 が 露

見 した の と ほ ぼ 同 じ頃 ， ク リ ス テ ィア ー ネの 妊 娠 が 判 明 ， 彼 女 は 同 年12月

25日 ， 未 婚 の ま ま長男 ユ ー リ ウ ス ・ア ウ グ ス ト ・ヴ ァル タ ー(1789-1830)を

出 産 す る 。 ク リ ス テ ィ ア ー ネ は ， ゲ ー テ と家 庭 を 築 い た ， た だ ひ と りの 女

性 で あ っ た 。 ゲ ー テ 夫 妻 の結 婚 生 活 は ，18年 間 の事 実 婚 ， そ して 正 式 に 結

婚 して か らの10年 の計28年 に及 ん だ。

 ゲ ー テ の 女 性 像 は ， 彼 が 幼 少期 に接 した 女 性 ， す なわ ち母 カ タ リー ナ ・

エ リー ザ ベ ト ・ゲ ー テ(旧 姓 テ クス トル ，1731-1808)と 妹 コル ネ リ ア ・ゲ ー テ

(1750-1777)の ふ た つ の タ イ プ に 分類 され る。 ゲ ー テ は 当 初 ， 彼 の 妹 に似 た

繊 細 で 理 知 的 な シ ュ タ イ ン夫 人 に接 近 す る が ， 壮 年 に な る と朗 らか で ， 周

囲 の 人 間 の 心 まで も明 る くす る よ う な実 母 の イ メー ジ を女 性 に 求 め た 。 快

活 で ， 心 身 と もに 健 や か な ク リス テ ィ ア ー ネ は ， ゲ ー テ の 母 に酷 似 して い

た。 一 方 ， 甘 え ん坊 息 子 の ゲ ー テ は神 経 過 敏 で 気 難 し く， し ば しば 強 度 の

鬱 状 態 に 陥 っ た。 ゲ ー テ の 母 は ， ク リス テ ィ ア ー ネが どん な に息 子 に 必 要
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な女 性 で あ る か を即 座 に 見抜 き， ふ た りの 関 係 を 承 認 した。 ク リ ス テ ィア

ー ネ を ゲ ー テ の 「台 所 の宝KUchenschatz」
， 「家 の 宝Hausschatz」 ， そ して

「ベ ッ ドの宝Bettschatz」 と  一む ろ ん侮 辱 で は な く， 好 意 的 な意 味 で

評 した の は， 他 で もな い ゲ ー テの 母 ， アー ヤ 夫 人 だ った 。

 しか しヴ ァイ マ ル の上 流 社 会 は ， ゲ ー テ の 同 棲 相 手 ク リス テ ィア ー ネ の

存 在 を認 め な か っ た 。 ふ た りの 関係 が 発 覚 した と き， 高 級 官 僚 と して の 地

位 と詩 人 と して の 名 声 が ゲ ー テ を守 っ た が ， 批 判 の 矛 先 は ク リ ス テ ィア ー

ネ に集 中 した 。 た とえ ば ヴ ィー ラ ン トは ， ク リス テ ィ ア ー ネ を 「ゲ ー テ の

女 中Magd」 と見 な した し， ふ た りが 事 実 婚 を続 けて い た18年 間 ， ヴ ァイ マ

ー ル で の ク リス テ ィ ア ー ネの 地 位 は 「ゲ ー テ の 家 政 婦die von Goethische

Haushalterin」 で あ り続 け た。18年 に わ た る事 実 婚 を可 能 に した の は
， ク リ

ス テ ィア ー ネが 既 に 両 親 と死 別 して い た こ と も大 き な理 由 の ひ とつ だ っ た

の だが ，彼 女 が しっ か りと した 後 ろ盾 を持 た な い こ と は
， 彼 女 に対 す る 攻

撃 を激 化 させ た 。 シ ュ タ イ ン夫 人 を洗 礼 代 母 に持 つ シ ラー の 妻 シ ャ ル ロ ッ

テ は ， ク リス テ ィア ー ネ を 「デ ブ の空 っ ぽein mndes Nichts」 と呼 び
，ベ ッ

ァ ィ ー 不 ・フ ォ ン ・ア ルニ ム は 「血 入 りソ ー セ ー ジeine Blutwurstに した ら
，

さ ぞ か し上 等 だ ろ う」 と 悪 態 をつ い た 。 ゲ ー テ の 旧 友 に して 主 君 の カ ー

ル ・ア ウ グス ト公 は ， 生 涯 ク リス テ ィ ア ー ネ を認 め なか っ た
。 彼 女 の死 後

12年 経 っ た1828年 に な って も， カー ル ・ア ウ グ ス ト公 は 法 務 長 官 フ ォ ン ・

ミ ュ ラ ー に 「あ の ブ ル ピ ウス が 全 て を台 無 し に し
， ゲ ー テ を私 達 か ら遠 ざ

け た 」 と毒 づ い た 。 こ の よ う な 「ク リ ス テ ィア ー ネ=悪 妻 ， 醜 女 」 の 公 式

は ， ゲ ー テ を 崇 拝 す る後 世 の 作 家 ， た と え ば トー マ ス ・マ ンや ロ マ ン ・ロ

ラ ンに も継 承 され ， 歪 め られ た ク リス テ ィ ア ー ネ 像 が 定 着 す る結 果 とな っ

た 。 さ ら に こ の偏 っ た イ メ ー ジは 文 学 研 究 者 達 に も受 け 継 が れ
， ク リス テ

ィ アー ネ こそ 文 豪 ゲ ー テ の 人生 最 大 の 汚 点 で あ り，語 る に足 らぬ 無 教 養 な

女 と見 な され た 。 よ うや く1990年 代 に な っ て ， これ ま で の 偏 見 に満 ち た ク

リス テ ィア ー ネ 像 に疑 問 が 投 げ か け ら れ ， 一 次 文 献 の 再 検 討 が 始 ま っ た
。

本 論 の ね ら い は ， これ ま で の ク リ ス テ ィア ー ネ研 究 を概 観 し， そ の 問 題 点
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を指摘するとともに，1990年 以降の新 しい研究成果および研究動向を紹介

することにある。

2.ク リ ス テ ィ ア ー ネ 研 究 史 概 観')

 ク リス テ ィ アー ネ没 後100年 にあ た る1916年 ， グ レー フ に よ って 『ゲ ー テ

夫 妻 の往 復 書 簡 』2)が初 め て 刊 行 さ れ た。 こ こ に ク リ ス テ ィア ー ネ 研 究 の 基

礎 が 築 か れ た が ， し ば ら くそ れ に 続 く研 究 は な か っ た 。 最 初 の 伝 記 は ，

1949年 に発 行 され た ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ブ ル ピ ウ ス 作 『ク リ ス テ ィ ア ー ネ 。

ゲ ー テ との 結 婚 生 活 にお け る処 世術 と人 間性 』3)であ る 。 苗 字 が示 す よ うに ，

伝 記 作 家 は ク リス テ ィ ア ー ネ の 兄 ・ク リス テ ィ ア ン ・ア ウ グ ス ト ・ブ ル ピ

ウス(1762-1827)4)の 曾 孫 で あ る。 ブ ル ピウ ス 家 の 末 裔 で あ る こ と の 誇 りが

1)ク リス テ ィア ーネ に関す る単独 研究 に 限る。邦 文 による参考 文献 としては
，

 高橋健：二著 『ゲ ーテ と女性 』(郁文 堂1948年)お よび 『ゲー テ をめ ぐる女性達 』

  (主婦 の友社1977年)， 山下 肇著 『ドイ ッ文学 とそ の時代 夢 の顔 たちの森 』

 (有信 堂1978年 ・増補 版 ，第2章4節 「ゲー テの妻 」S.26-33)な どにク リス

 テ ィアー ネ に関す る言及 が あ る。 他 の 日本 語 に よるゲ ーテ 関連資 料 に もク

 リス テ ィアー ネの名 は挙 げ られ てい る ものの， ブ リデ リー ケ ・ブ リオー ン

 や シュタ イン夫人 と比較す る とウエ イ トは低 く， 「ゲー テの妻」 の存在 が 日

 本 の ゲー テ研 究 にお い て も軽 視 され て きたこ とがわ か る。 なお拙 文2本 ：

 『ゲー テの妻 ク リステ ィアーネ』(慶應義塾 大学 出版会発 行 『三 色旗 』2001

 年7月 号 ，S.18-25。2002年12月15日 放 送 の ラ ジオ た ん ぱ 『慶応 義 塾 の 時

 間』 ・シ リーズ 「各 国文学 にみる女性 た ち」 第3夜(22：00～22：30)の 放送 原

 稿 に加 筆 ・修 正 した もの)， お よび 『ゲー テ周 辺の女性 達』h1： 『ドイ ツ女性

 の歩 み 中世 か ら現代 まで』 河 合節 子/野 口馨/村 上 公子 編 ，東京(三 修

 社)2001年 ，S.185-200.を あわせ て参照 いただ ければ幸 いであ る。

2)Oo6漉 θ∫B万吻86乃so1〃zゴ's6∫〃〃1弛% . Hrsg. v. Hans Gerhard Graf Fran㎞1rt

 (Ruetten&1ρening)1916， 全2巻.

3)Wo㎏ang Vulpius(1897-1978)： α 磁 ゴα%a Lθ∂ε%s肋襯 観41吻 欝6乃〃6肋θ髭勿

 Ooθ傭 劭 θ. We㎞ar(Gusねv Kiepenheuer)1949， Uberarbeitete Fassung 1953.

4)騎 士 や 盗賊 を主 人公 に した流行 小説 家 として活躍 。特 に 『リナ ル ド ・リナ

 ル デ ィー二』(1797-1800)は 傑 作 と して知 られ る。 手が け た滑稽 小説 お よび

 時代小 説 は60以 上，加 えて雑誌 の編集 や学術 論文 の執 筆 も行 った。 同時 に



4

見え隠れする部分があるものの，優れた文学研究者でもあったブルピウス

は，一次文献等を参照 しつつ，中立的な立場で真のクリスティアーネ像を

伝えることに努めてお り，信頼に足る伝記 となっている。なお最近復刻さ

れたシュタットレンダーの 『フラウエンプラーンの小さな世界。クリステ

ィアーネ ・ブルピウスとのゲーテの日常』(1966)5)は，ゲーテ夫妻の結婚生

活における トピックを年代順に並べたもので，1788年 か ら1816年 までの28

年間がコンパク トにまとめられている。

 1984年 にバル トが発表した 『ゲーテのクリスティアーネ』6)は，文末に参

考文献表 も添えられているのだが，たとえばゲーテ とクリスティアーネの

出会いや結婚が ドラマティックに脚色されてお り，信憑性に問題がある。

この点については，『ゲーテ年鑑』で1916年 から1982年 までのクリスティア

ーネ像変遷を報告 したフィ トア ・エ ングレンダーも，バル トの著書が小説

としてはともかく，伝記としては問題があることを指摘 している7)。

 1990年 代になると，ジャーナリス ト出身の伝記作家 クレスマンが，ゲー

テ夫妻の往復書簡お よび同時代人の証言などを手がか りに した 『クリステ

ィアーネ。ゲーテの恋人にして伴侶』8)を発表，不当に虐げられてきたゲー

 ヴ ァ イ マ ル の 図 書 館(現 在 の ア ンナ ・ア マ ー リ ア 大 公 妃 図 書 館)司 書 と して

 勤 務 ，1817年 以 降 は イ ェ ー ナ 大 学 附 属 図 書 館 の 再 編 成 に 尽 力 し た 。Vgl.

 職 嬲 火 伽 漉oπ2〃7S如4鰹 魏宛漉. Hrsg.肌Gitta GUnther， Wo㎏ang Huschke

 und Walter Steiner. We㎞ar(B6hlau)1998， hier S.474f

5) Chris Stadtlaender：1万 θ々1θ痂 θ1腕 」'α〃21『ηzz6θ%ρ」απ.1)θ〆ノ1〃如900θ 訪θs〃2ゴ∫

 C加 魏 毎 η8ylκ1ρ ゴ%ε. MUnchen(Heimeran)1966.2001年 にPendo社

 (ZUrich/M廿nchen)か ら復 刻 版 刊 行 。 た だ しVieto卜Englanderの ク リス テ ィ ア

 ー ネ研 究 史 概 観(1985)に は， この 著 作 に 関 す る 言 及 は な い。

6)Wo㎏ang W. Pa曲 ：(勉ε訪㏄ α 嘘 伽a跏Lθ ∂θ励 ゴZ鳳MUnchen(KindIer)1980 .

7)Deborah Vietor-Englander：1)〃 凧z%4θ14θ ∫C肋 颪s'∫απθ.βゴ14θε1916・19821n：

 GoetheJahrbuch Bd.102(1985)，S.280」284， hier S.282.

8)Eckart Kle億mann： α 癇'ゴα飆Oo励 εs Oθ」鋤 ホθ吻4(}吻 乃漉 π. Z丗ich(Artemis)

 1992.邦 訳 有 り。 重 原 眞 知 子 訳 ：『ゲ ー テ が 愛 した 妻 ク リス テ ィ ア ー ネ 』 あ

 む す く1988年 。
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テの 妻 の 名 誉 回復 を行 っ た。 ク レス マ ンは ， 日々 を快 適 に過 ごす術 を知 り，

掛 け 値 無 しで ゲ ー テ に惜 しみ な い 愛 情 を注 い だ 女 性 と して ク リス テ ィ ア ー

ネ を描 き， 従 来 の 悪 評 高 い ク リス テ ィ ア ー ネ像 を修 正 した 。 しか し最 近 の

ク リス テ ィ ア ー ネ 研 究 に お い て 重 要 な 意 味 を持 つ の は ，1998年 に発 表 され

た ， 原 文540ペ ー ジ を超 え る ジ ー ク リ ッ ト ・ダ ムの 『ク リス テ ィア ー ネ と ゲ

ー テ
。 ひ とつ の 調 査 』9)だろ う。 ゲ ー テ の模 倣 者 と して 知 られ る作 家 レ ン ッ

の 伝 記 ， レ ン ツ と親 しか っ た ゲ ー テ の 妹 コル ネ リア の 伝 記 を 次 々 と発 表 し

た ダ ム は ， この 大 作 で ゲ ー テ の 人 生 お よび 創 作 活 動 の 主 要 な 時 期 を と もに

し た女 性 ク リス テ ィ ア ー ネ の 生 涯 を丁 寧 に辿 っ た 。 ダ ム の 作 品 の 特 色 は ，

作 品 執 筆 に 際 し て ，古 文 書 お よび 公 文 書 館 で の 入 念 な 資 料 調 査 お よ びそ れ

に よ っ て得 た 膨 大 な 資料 の 整 理 ・分析 を行 っ て い る こ と にあ る。 また 前 作

『コル ネ リ ア ・ゲー テ』1・)と同 様 ， ダム の 『ク リ ス テ ィア ー ネ とゲ ー テ 』 は ，

ゲ ー テ が 傑 作 を 生 む代 償 と して ， 自他 を省 み ず ， い か に 人 間 性 を犠 牲 に し

た か を明 らか に し， 巨 匠 ゲ ー テ の 暗 い側 面 す な わ ち 身 勝 手 さ と精 神 的 な 脆

さ を露 呈 させ て い る 。 ドイ ツ 文 学 研 究 者 で も あ り，優 れ た編 纂 者 で もあ る

ダム は ， ク リ ス テ ィ アー ネの 伝 記 と並 行 して 『ゲ ー テ夫 妻 往 復 書 簡(抜 粋)』11)

や 『ク リス テ ィ ア ー ネ の 日記1816年 』 な どの 重 要 な 一 次 文 献 の 出 版 に も貢

 9)Sigrid Damm： α 癇'伽 θ観4(30励 幺E伽Rθ 伽 名吻. Frankfurt a.M./正 £ipzig

  (Insel)1998.ダ ムは，1940年 チ ュー リ ンゲ ン州 ゴー タに生 まれ， イェー ナ大

  学 で ドイ ツ語 ドイ ツ文学 と歴 史学 を専攻 ，同 大学 で教鞭 を とった。1970年

  か らは評 論家 ・編 纂者 と して， また1978年 以 降 は活動拠 点 をベ ル リ ンに移

  し， フ リーの作 家 と して活動 してい る。

10)Sigdd Damm：Co魏 θ伽(}o励6 . Berlin/We㎞ar(Aufbau)1987.邦 訳有 り。西 山

  力 也訳 ：『奪わ れた才能 コル ネ リア ・ゲー テ』郁 文堂1999年 。

 11)，，B6加」'θ勉励 ノ召〃θδ!“α診癇 吻 鰓 砌4(診6醜 ㏄E物θ∂ガ⑳. Auswahl und Nachwort

  von Sigrid Damm Frank食1rt am Main/Leipzig(Inse1-BUcherei. Nr.1190)，1998.

  ダム の資料 分 析 につ いて は編纂 者後 書Nachwort：.A6師 α，4α」齠'D〃 〃2励

  π励 ∫認観 π.S.93-115を参 照の こ と。 なお この後書 は，1999年 刊 行 の ダムのエ

   ッセ イ集Sigrid Damm： 、4'θ魏誠g2. Fran㎞rt a. M./Leipzig(it 2585)1999の

  S.270-294に転 載 されて いる。
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献 している。以下の部分では，ゲーテ夫妻往復書簡集の問題点およびクリ

スティアーネ最後の日記出版の意義について言及する。

3.現 存 す る往 復書 簡の 問題 ゲー テ 自身 に よる検 閲

  『詩 と真実』のなかで，ゲーテは数々の女性 との恋愛を饒舌に語 った。

それらは巨匠の手でロマ ンティックに脚色された美 しい恋物語だった。こ

れに対 して，彼に本当の恋愛における駆け引 きや精神的葛藤，喜怒哀楽 を

教 えたふた りの女性，シャルロッテ ・フォン ・シュタイン夫人とクリステ

ィアー不については，ゲーテは言葉少ない。ゲーテが敢えて語ろうとしな

い，このふた りの女性 との関係を知る重要な手がかりとなるのは書簡であ

る。 しかしシュタイン夫人がゲーテに宛てた書簡はすべて破棄 されてお り，

現存するのはゲーテか らの一方通行的な独自である。他方，ゲーテ夫妻の

往復書簡については601通 が現存 しており，その内訳は，クリスティアーネ

が夫に宛てた書簡が247通 ，ゲーテが妻に宛てた書簡が354通 となっている。

この意味でゲーテ夫妻の書簡は，相互の会話 として成立 している12)。

 ゲーテとクリスティアーネの結婚生活は，ゲーテ38歳 か ら67歳 までの旺

盛な執筆活動の時期にぴったりと重なっている。ゲーテは執筆活動に100%

集中できる状況 を作 り出して くれるパー トナーを必要 とした。つ まり彼の

妻は， 日常の雑事は全て肩代わりしてくれ，彼が必要とすれば何ヶ月でも，

ともすれば半年以上 もの間，留守宅を安心 して任せ られる家政能力に優れ，

12)1998年 に ド イ ッ ・グ ラ ム フ ォ ン 社 か ら 発 行 さ れ たCDブ ッ クJohann

 Wo㎏ang von Goethe&Christiane Vulpius： ”1，鋤 〃0θ ヵθ伽 鯣漉...“E伽6 Lゴ6δω.

 観4劭 ¢9θs6耽配 θゴ〃 β7ゴ碗%， oθ砒 加6η，7召9θ槭6乃 〃%観4zθ 漉8%9痂sθ η.

 Hamburg 1998で は ， ゲ ー テ 夫 妻 の 「会 話 」 が 簡 潔 に ， い きい き と再 現 さ れ

 て い る 。 吹 き込 み は ， ベ テ ラ ン声 優 夫 妻Gisela und Gert Westphalが 担 当 し

 て い る(約72分)。 また ゲ ー テ 夫 妻 の 往 復 書 簡 に は ， ふ た りだ け に 共 通 す る

  (特 に性 愛 や 妊 娠 に 関 連 し た)隠 語 が 使 わ れ て い る。 これ らの 意 味 を 知 る た

 め に は ，Ma血1 MUIler：Ooθ 焼㏄ 勉θ殖ω露冠 忽θ防 吋砿E'” 伽 ゴ々 o%ρoπ!吻 漉%

 協 冱飢Damlstadt(Wissenschafthche Buchgesellscha丘)1999が 役 立 つ 。
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責任感があ り，精神的に自立した大人の女性でなければならなかった。

 こうして選ばれたクリスティアーネにとって，フラウエ ンプラーンの大

邸宅の切 り盛 りは，彼女の腕の見せどころであ り，それを任されているこ

とは彼女の誇 りであった。ゲーテが彼の仕事の進行状態を報告する一方で，

クリスティアーネは留守宅の状況 と彼女の作業 を手紙にしたためた。クリ

スティアーネがゲーテに宛てた書簡からは，彼女の勤勉な仕事ぶ りが窺え

る。妻の威信 にかけて，夫宛の郵便物は絶対 に紛失 してはならなかった。

彼女は料理をし，パ ンを焼 き，畑でアスパラガスや馬鈴薯を栽培 し，多 く

収穫 した野菜は売却 して家計費の足 しにした。空 き瓶と引 き換えにもらう

小銭まで勘定に入れた計算書を作成 して，単身赴任中の夫に指示 を与える

など，家計にも細心の注意を払った。ハーブは自家製の新鮮なものを使い，

庭でとれた果物はジャムやムースに加工され，自家製塩漬けキャベツやピ

クルスとともに地下室に貯蔵 された。 また冷蔵庫のない当時は一大行事だ

った自家屠殺 も行われた。クリスティアーネはゲーテ家の使用人を掌握 し，

鍵を管理 し，豪邸内の各部屋の清掃と模様替えを指揮 した。 もちろんゲー

テの衣類 を管理 したの もクリスティーネだった。彼女は夫の下着 を縫い，

ハ ンカチに刺繍を施 した13)。むろん洗濯も他人任せにせず
，自ら率先 して洗

濯に始まって，その乾燥 とアイロンがけ，枚数確認に至る一連の作業を行

っている。

 しか しゲ ー テ夫 妻 が 交 わ した 往 復 書 簡 は601通 だ け で は な い。 ゲ ー テ は ，

死 後 自分 の 書 い た もの が 公 開 され る こ とを 百 も承 知 して い た 。 老 獪 な作 家

は ， 巧 み な イ メー ジ戦 略 を とっ た 。 ゲ ー テ を研 究 す る 者 は， ッ ェ ル タ ー と

の往 復 書 簡 や エ ッ カ ー マ ン と の対 話 が ， 当初 か ら一 般 に 公 表 す る こ と を前

提 に した も の で あ る こ と を忘 れ て は な ら な い 。 そ して ゲ ー テ は 自 分 が 後 世

に残 した い イ メ ー ジ を壊 す危 険 の あ る 資 料 は ， ひ とつ 残 らず 処 分 した 。10

 13)ゲ ー テ所有 の54枚 のハ ンカチ の うち，13枚 にJ.W.G.の イニ シ ャル，数枚 は

  W.G.， 他 の もの にはv.G.の 刺繍 が施 され ていた とい う。 また ゲーテ所 有の

  42枚 のス カー フ，81足 の靴下 に もイニ シャルが縫 い とられ てい る とい う。
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年間文通を続けた，たったひとりの妹コルネリアの書簡です ら焼却 したゲ

ーテである。当然，夫婦間の往復書簡にも，彼 自身の検閲が入った。まず

言わず と知れた1797年 の 「焚書」(=第3次 スイス旅行出発前の文書破棄)で ，

クリスティアーネがゲーテに宛てた初期の恋文および1793年 までにゲーテ

が クリスティアーネに宛てた手紙が焼却処分 された。このため，ふた りの

蜜月時代の書簡は完全に欠落している。その後 もどうや ら何度か文書焼却

は行われたらしい。たとえば1804年 から1810年 までのほぼ7年 近い期間

この時期はゲーテの重病，フランス軍との戦闘，ヤーコプ教会での挙式，

ゲーテの母の死など，ゲーテ夫妻にとって波乱に満ちた時期なのだが  ，

この間にクリスティアーネがゲーテに宛てた手紙は一通も残されていない。

 ちなみに，ゲーテがクリスティアーネに宛てた現存する最後の手紙は，

1815年9月27日 付，ハイデルベルクが発信地 となっている。ゲーテは1815

年5月24日 か ら10月11日 まで，第2次 ライン ・マイン川流域旅行に出た。

1815年 の8～9月 ，ヴィレマー家の別荘 に滞在 したゲーテは，彼の 厂ズラ

イカ」であるマリアンネ ・フォン・ヴィレマー(1784-1860)に よって精神的

な若返 りを感 じ，情熱的な相聞歌を詠み交わ した(『西東詩集』)。一.・方，「8

月初旬にはヴァイマルに戻る」とい う夫の手紙(7月11日 付)を 受けとった

妻クリスティアーネは，カールスバー ドでの湯治を切 り上げ，50歳 の誕生

日を夫と祝 うために(彼女の誕生 日は何故か6月1日 ではなく，8月6日 に

祝われるのが恒例となっていた)，急いで家路につ く。しかしゲーテは戻 ら

なかった。1815年9月5日 と14日付のゲーテに宛てた手紙からは，期待を

はぐらかされたクリスティアーネの深い失望が読み取れる。マ リアンネと

別れた翌日1815年9月27日 ，9月14日 付のクリスティアーネの手紙にゲー'

テはようや く返事 を書いた。美 しい夏の夢か ら醒めた詩人は，音信不通だ

った間の一連の出来事を妻に淡々と報告 している。

 クリスティアーネ最後の手紙は，翌1816年5月22日 付で，隣町イェーナ

に滞在中のゲーテに宛てた ものである。お決まりの 厂親愛なる枢密顧問官

様!」 で始 まるこの短い手紙で，彼女は体調が快方に向かったこと，また
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追伸ではシャンパンの貯蔵が尽 きたこと，イェーナ滞在中の夫のためにワ

インボ トルを2本 送る手配をしたことを知らせている。

4.ク リ ス テ ィ ア ー ネ の 日記(1816)

  『ゲ ー テ 夫 妻 の往 復 書 簡 集 』 編 纂 者 グ レー フ は ， ゲ ー テ の 仕 事 部 屋 で ク

リス テ ィ ア ー ネ の 日記 を発 見 した こ と を ， ち ょ う ど ク リ ス テ ィア ー ネ没 後

100年 に あ た る1916年 の 『ゲ ー テ 年 鑑 』 で 報 告 して い る14)。しか しそ の後80

年 間 ， 誰 もこ の 日記 に注 目 しな か っ た 。 そ して1996年 ， ダ ム は ク リス テ ィ

ア ー ネ の 日記 を手 稿 か らお こす 作 業 に着 手 ， 詳 細 な デ ー タ(当 時 の 新 聞 や ゲ

ー テ を は じめ とす る 関係 者 の 日記 か らの 引 用 な ど)を 添 え た 『ク リス テ ィア

ー ネ ・ゲ ー テ の 日記(1816年)』 が1999年 に イ ンゼ ル社 か ら出版 さ れ た15)
。

 ゲ ー テ が 継 続 的 に 日記 をつ け て い た こ とは よ く知 られ て い る 。 しか もゲ

ー テ は
， 自分 の 周 囲 の 人 間 に も 日記 をつ け る こ と を 強 制 し， 必 要 に応 じて

彼 らの 日記 を 執 筆 活 動 の 材 料 に した 。 ゲ ー テ の 秘 書 は もち ろ ん ， 息 子 ア ウ

グ ス トも妻 ク リス テ ィ ア ー ネ に も 日記 が 課 され た 。 今 日， ゲ ー テ研 究 者 は

全8巻 に及 ぶ 『ゲ ー テ の 日々 総 覧 』'6)を繰 れ ば ，望 む 日の ゲ ー テ の 行 動 を即

座 に知 る こ とが 出 来 るが ， これ を可 能 に した の は ゲ ー テ を と りま く人 々 の

献 身 的 か つ 地 道 な ル ー チ ン ・ワー ク な の で あ る。 さ ら に1809年11月 末 か ら

秘 書 リー マ ー と結 婚 す る1814年 まで ゲ ー テ ー 家 と同居 し た カ ロ リー ネ ・ウ

ル リ ッ ヒ(1790-1855)， お よび ゲ ー テー 家 と親 交 の あ っ た 若 き女 優 エ ル ネ ス

テ ィー ネ ・エ ンゲ ル ス(1795P-1845)に も 日記 が 課 され て い た ら しい。 た だ し

14)Hans Gerhard Gr甑Z擁 〃z 6ノ 銘〃'1916 E勿 θノ励 漉 π%4θ%8ガκηθ物 ㎎ . In：Jahrbuch

 der Goeth(トGesenschaft 3(1916)，S.245-262.

15)(物 癇 癜 ”θOo励a 7㎏1の%6乃1816観4 Bガ 碗 . In Verbindung mit dem Goethe・

 Nationalmuseum Weimar nach der Handschrift hrg. von Sigrid Damm.

 Frankhlrt a. M./Leipzig(Insel Taschenbuch'2561)1999.

16)Oo6漉 θ∫Lθδθπ ρo”17初g 2z6乃g ， E伽840々%〃2θ 撹α7ゴs功θC乃70%ゴ 々von Robert

 Steiger ZUrich(Artemis)，1982-1996.
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前 者 カ ロ リー ネ ・ウ ル リ ッ ヒの 日記 は 大 部 分 が 破 棄 さ れ ， 断 片 の み が残 さ

れ て い る。 また エ ル ネ ス テ ィー ネ ・エ ンゲ ル ス の 日記 で 現 存 して い る の は ，

1816年 の元 旦 か ら6月3日 ま で の書 き込 み だ けで あ る。

 と りわ け ゲ ー テ は 旅 行 記 に 関 心 が あ っ た 。 ゲ ー テ に身 近 な 者 は ， 必 ず 詳

細 な旅 行 記 録 を提 出 しな け れ ば な ら なか っ た。 『ヴ ィル ヘ ル ム ・マ イ ス ター

の 修 業 時 代 』 で ， 主 人 公 ヴ ィ ル ヘ ル ム に 面 倒 な旅 行 記 を 強 要 す る 父 親 は
，

ゲ ー テ の姿 そ の も の だ っ た の で あ る 。 そ の 一 例 と して ， 近 年 刊 行 され た ゲ

ー テ の息 子 ア ウ グス トの 絶 筆 『イ タ リア紀 行 』17>が挙 げ られ るだ ろ う
。 息 子

ア ウ グス ト ・フ ォ ン ・ゲ ー テ は， 父 親 の 軌 跡 を な ぞ る よ う に1830年4月 に

イ タ リ ア に 出立 ， 同 年10月 に ロー マ で客 死 した 。 当 然 の こ と なが ら妻 ク リ

ス テ ィ ア ー ネ に も旅 行 記 が 課 され た。 ク リス テ ィア ー ネ に よ る旅 行 記 に は
，

1797年 の フ ラ ン ク フ ル トか らヴ ァ イマ ー ル へ の 道 中 を 記 した書 簡 日記
，彼

女 が 好 ん で 滞 在 した 湯 治 場 バ ー ド ・ラ オ ホ シュ テ ッ トの 湯 治 日記(特 に1803

年 の 湯 治)，1815年 のべ ー メ ン旅 行 記 な どが 残 っ て い る。 几 帳 面 な主 人 ゲ ー

テ に とっ て は， 詳 細 な貸 借 対 照 表 を得 よ う とす る意 図 もあ った の だ ろ う。

 さ て ，1816年 の ク リ ス テ ィ ア ー ネ の 日記 か らは ， ど の よ うな こ とが 読 み

取 れ るの だ ろ うか。 も と も と筆不 精 な う え， 毎 日詳 細 な金 銭 出納 簿(=家 計

簿)も つ け な け れ ば な らな か っ た ク リス テ ィ アー ネ に とっ て ， 日記 な ど面倒

極 ま りな い 仕 事 だ っ た 。 た とえ ば 前 年1815年 の ク リス テ ィ ア ー ネ の 日記 は

(同行 者 の キ ル シュ 夫 人 が 口 述 筆 記 した6月3日 か ら7月31日 まで の べ ー メ

ン旅 行 記 を別 とす れ ば)， す で に1月9日18)で 中 断 され
， あ とは す べ て 白紙

だ とい う19}。と こ ろが1816年 は ，1月1日 元 旦 か ら5月24日 まで ， お よ び彼

 17)こ の ア ウグス トの イ タリアにおけ る 日記 と書 簡 はす でに邦訳 され， 『もう一

  人の ゲー テ ア ウグス トの 旅 日記 』(藤代 幸一 ・石川康 子 訳)と い うタイ ト

  ルで，2001年 に法政 大学 出版局か ら刊 行 されてい る。

 18)こ の 日の 午前 中， ゲ ーテ 夫妻 はい つ もの よ うに馬車 で 遠乗 りに出 かけ た。

  途 中， 馬が暴 れ たのが 引 き金 とな り， ク リステ ィアー ネは意 識 を失 う。軽

  い脳 卒 中の発作 だった。

 19)Vg1. Sigrid D㎜m(Hrsg.)： α 溶吻 〃θOoθ醜a 7㎏ θ∂%説1816観4β ガ乖. Hier
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女が危篤に陥る5月29日 と30日の計147日 間の記録がある。クリスティアー

ネが没 したのは1816年6月6日 だから，彼女は最後の年1816年 については，

ほぼ毎日几帳面に記録 したことになる。このとき口述筆記 をつとめた新参

者の書記クロイター(1790-1856，1814年以降ゲーテの秘書)と クリスティアー

ネは，相性が良かった らしい。日記は，おそ らくゲーテが定めたのであろ

うシェーマに則っている。当日の作業確認，手配済みの作業記録，来客，

読書内容，正餐の客，発送 した郵便，遠乗 り，観劇，その他重要事項が，

成立順に箇条書きされている。

 クリスティアーネの日記 自体は，一見， コメントも感情の吐露 もない

淡々とした記録である。しか しこれにゲーテの日記や彼女がゲーテに宛て

た手紙をあわせて検討すると，1816年 のゲーテ夫妻の生活を再構築するこ

とが可能である。夫妻の日記を比較すると， フラウエ ンプラー ンの邸宅に

は常時ふたつの文化圏が存在していたことが判 る。奥の部屋ではゲーテが

書記のマイヤーやリーマーとともに仕事に没頭 し，手前の部屋ではクリス

ティアーネが 自分の友達をもてなしているか，来客がなければ読書をして

いた。正式に結婚 し，「枢密顧問官夫人」の称号を得たクリスティアーネは，

シュタイン夫人や シラー夫人をは じめとする上流階級の奥方 と交際 し，シ

ョーペンハウアー夫人主催のサ ロンへの出席 も許 される身となっていた。

しかし同時にクリスティアーネは旧友を恥 じることもなければ否定もせず，

最後まで独 自の交際関係 を維持 した。彼女の日記には，ゲーテ夫人という

地位 には不釣合いな，とるに足 らない小市民達やいわゆる 「河原乞食」に

等 しい存在の劇団員達の名が彼女の客として記載されている。

 クリスティアーネは，流行作家の兄 クリスティアン ・アウグス ト・ブル

ピウスを通 して，若い頃から芝居の世界に親 しんでいた。そして俳優達の

社会的保証のない不安定な生活も熟知 していた彼女は，厳格で理想主義者

の劇場監督ゲーテと俳優達の仲介者 ・助言者 としての役割を担 った。 また

S.15， ，レ∂7叨oπ 『 ；Graf：Ziπ〃26ノ 初〃〃91⑤S.246
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ク リス テ ィ ア ー ネ は1816年 前 半 の5ヶ 月 間 で計43回 ヴ ァイ マ ル 宮 廷 劇 場 に

足 を運 ん で い るが ， う ち15回 の 観 劇 は ， 宮 廷 劇 場 総 監 督 で あ る 夫 ゲ ー テ の

同 伴 で あ る 。 加 え て家 族 揃 っ て の 食 事 ， 共 通 の客 の接 待 ， 馬 車 で ヴ ァイ マ

ル近 郊 を散 策 す る こ とが ゲ ー テ夫 妻 の 接 触 点 とな って いた 。

 また 日記 か らは ， す で に体 調 が 悪 化 して い た に も拘 わ らず ， ク リス テ ィ

ア ー ネ が ま る で もの に憑 か れ た か の よ う に家 事 全 般 を こ な して い る こ とが

読 み 取 れ る 。 もっ と も1816年 は ゲ ー テ 家 に仕 え て い た 使 用 人 の ほ とん どが

交 代 して お り， 女 主 人 で あ る ク リ ス テ ィア ー ネ は病 身 に鞭 打 っ て で も
， 自

ら采 配 を振 る わ ね ば な ら ない 状 態 に あ っ た 。 彼 女 の 日記 の 冒頭 に は
， ほ ぼ

毎 日・ 厂家 事 搬Hau・w嘸h礁Haeu・1 . B・蚰 猫 騨g・n und V・ni，h加ngen，

Hauswirthschaftl. Besorgungen」 ， 「家 計 管 理Hauswirthschaft1 . Rechnung，

Wれscha田. Gedanken」 ， 「大 洗 濯Groβe Waesche」 とそ の 「ア イ ロ ンが け

gebiegelt」 とい っ た言 葉 が書 き とめ られ て い る。 そ して1816年5月11日 にゲ

ー テ が イ ェ ー ナ に 出 か け るや 否 や
， ク リス テ ィ ア ー ネは 毎 年 恒 例 の 大 掃 除

を 開始 して い る。5月14日 の 記 述 に は 「家 中 の清 掃 完 了」20)とあ る
。 こ の大

掃 除 は ，騒 音 に敏 感 な主 人 ゲ ー テ の た め に， 決 ま っ て そ の 不 在 中 に 行 わ れ

る こ とに な っ て い た 。 そ して1816年5月29日 ，彼 女 は危 篤 に 陥 り
，病 魔 と

の 最 後 の激 しい苦 闘 の 末 ，6月6日 正 午
， と う と う還 らぬ 人 とな っ た。

 5月29日 に 妻 危 篤 の 知 らせ を 受 け た ゲ ー テ は ， 慌 て て イ ェ ー ナ か ら帰 宅

す る 。 しか し この 後 ， ゲ ー テ は彼 特 有 の 行 動 を と る。 つ ま り身 近 な 人 間 が

病 床 に 臥 した こ と， も し くは 死 期 が 迫 っ て い る こ と を 知 ら さ れ る と
， ゲ ー

テ は 仕 事 に 没 頭 し， 自 らの 心 身 を消 耗 さ せ る。 そ して 疲 労 困 憊 した 彼 は
，

自 ら も病 床 に臥 して し ま う， とい うお 決 ま りの パ ター ンで あ る。 「身 近 に病

人 が い る」 と い う事 実 は ， そ れ だ け で ゲ ー テ の執 筆 活動 に 支 障 を き た した
。

ゲ ー テ は， お よそ 死 や病 と い う もの に対 す る 病 的 な まで の 恐 れ を抱 い て い

た 。 最 愛 の 母 親 が 亡 くな った 時 も， ゲ ー テ は 遺 品 整 理 ・形 見 分 け を ク リス

20) α 短sあα%θOoθ〃診幺 鞠2わ πo勉1816〃 η4 Bガ ⑳ ， hier S.322.
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ティアーネに一任 し，自らフランクフル トに赴 くことはなかった。また後

年，溺愛 していた嫁オッティーリエが落馬 したときも，ゲーテは彼女の傷

が完全に癒えるまで視界に入 らないよう遠ざけた。 したがって1815年 春に

軽い脳卒中の発作 をおこして以来，体調が思わしくない妻 を2ヶ 月間の湯

治に行かせたのは，ゲーテな りの愛情表現ではあったが，同時にそれは病

人を彼の視界か ら斥けようとする行為でもあった。こうしてヴァイマル帰

宅後のゲーテは，がむしゃらに仕事をし，案の定6月4日 には高熱を出し

て自らも床につ く。そしてクリスティアーネの臨終の時 も，ゲーテは彼女

の病室か ら数部屋離れた自分のベッドに横たわったまま，死神が妻を連れ

てい くのを，息を潜めて見送った。夫ゲーテは，尿毒症に苦 しむ妻の断末

魔の叫びを耳にしなが ら，彼女の枕辺にかけつけようとは しなかった。ま

た妻 も死の床に夫 を呼び寄せ ることな く，孤独のうちに息をひきとった。

ゲーテの6月6日 の日記には次のように記されている。「妻の死期が近い。

彼女の肉体の，最後の恐ろ しい闘い。昼頃に逝去。私の内 も外 も空虚で，

静寂だけが支配 している」21)。同じ6月6日 ，ゲーテは悲嘆と絶望に満ちた

4行 詩を詠んだ。

おお 太陽 よ，暗雲 を貫い て

輝 こ うとして もそれ は無駄 な試み とい う もの1

私の 人生 をか けて得 た もの ，それ は

彼 女 を喪 ったこ とを嘆 き悲 しむ とい うこと。劉

 1816年6月8日 午前4時 ，クリスティアーネの亡骸はヤーコプ教会に埋

葬された。ゲーテはどんなに親 しい人物の葬式にも参列 しなかったが，そ

れは長年連れ添った妻に対 しても例外ではなかった。それ どころか告別式

の2日 後，6月10日 ，ゲーテは故人を偲ぶ品が視界に入ることに耐えられ

21)ヴ ァ イ マ ル 版 『ゲ ー テ全 集 』WA III-5， S.239.

22)ミ ュ ンヘ ン版 『ゲ ー テ全 集 』MAl1-1-1，S.167 .
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ず，クリスティアーネの部屋から遺品を運び出し，完全に模様替えするよ

う命 じた。そして彼 自身は仕事に没頭することで，妻の逝去という現実か

ら逃避 しようとしたのだった。

 にもかかわらずゲーテは，妻が最後の年 ・1816年につけていた 日記 を仕

事部屋 に持ち込んだ。今なおクリスティアーネの日記は，ゲーテが最重要

と見なしていた著作，すなわち自らの決定版全集 とシラーとの往復書簡集

の隣に並べられている。几帳面で，無類の整頓好 きだったゲーテがこの場

所に亡き妻の日記を置いたということは，おそらく偶然ではないだろう。

5.終 わ りに

 若 くして両親を失った薄幸な町娘 クリスティアーネは，ゲーテという特

異な人物の人生に深 く組み込まれることによって，無上の栄誉に浴 した。

しかしそれ と引 き換 えに彼女は，過酷なまでの憂愁に耐えなければならな

かった。

 ゲーテ生誕250年 にあたる1999年 ，クリスティアーネを主人公とした映画

『花嫁1万θB名α副 が封切られた。映画監督のエゴン ・ギュンターは，この映

画を偉大な天才にして権力者の男(=ゲ ーテ)と ちっぽけな，およそ権力と

は程遠い若い娘(=ク リスティアーネ)の ラブ ・ス トーリーであると述べて

いる23)。同時にギュンター監督は，この映画のテーマを 「ふたつの異なる文

化圏の問の愛 と死」とし，ゲーテがつ くる高度な文化圏とクリスティアー

ネの反抗的でプロレタリア的な文化圏との衝突を描 こうと試みてお り，ダ

ムの新 しい解釈に非常に近いクリスティアーネ像を提示 している。

 長年連れ添った夫婦であ りながら，ゲーテとクリスティアーネの住む世

界は異なっていた。それが死後の世界にもあてはまるのかは定かでないが，

23)エ ゴ ン ・ギ ュ ンター一/山根恵 子 ： 『エ ゴ ン ・ギ ュ ンター監 督 に聞 く。新 作

  の ゲーテ 映画 「花 嫁」 をめ ぐって』In：『モ ルフ ォロギ ア ゲ ーテ と 自然科

 学』 第21号(1999)， 京 都(ナ カニシヤ 出版)S.126-137参 照 。
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ふた りは現在 も異 なる墓地に葬 られている。現在，ヴァイマル歴史墓地内

の王侯貴族専用墓所(FUrstengru㊥ 中央にゲーテはシラーと棺を並べ， ドイ

ッ古典主義文学の崇高なる世界を誇示 している。一方，ゲーテの妻クリス

ティアーネは，ゲーテと永遠の愛を誓った場所，ふた りが正式な夫婦 とな

ったヤーコプ教会の隅でひっそりと，たったひとりで眠っている。

写真資料 解説(17～20ペ ー ジ)

1)『 ク リス テ ィアー ネ』 ゲ ーテ 自筆。

 資料 番号Corpus IVb， NL38， Inv. Nr864。 もともと画家 にな りたか った とい う

 ゲ ーテ は、 折 に触 れ て ク リス テ ィアー ネ の 肖像 画 を描 い た。 写真 は通 称

 「古 代趣 味の ク リス テ ィア ー ネ」 と呼 ばれ る 肖像 画 で、1788年 も し くは

 1789年 頃 の作 と推定 され ている。

2)『 「イ ェー ガーハ ウス」 の ク リス テ ィアー ネ』 J.P.リ ップス筆(1790年 頃)

 ク リステ ィア ーネ との恋 愛 関係 が 発覚 した ことに よ り、 ヴ ァイマ ル宮廷 、

 特 に主君 カー ル ・アウ グス ト公の妻 ・ル イー ゼ公妃 の反感 をか ったゲ ーテ

 は、 これ まで住 んで いた フラ ウエ ンプ ラー ンの住 居 を立 ち退か ざる を得 な

  くなった。 この ため ゲーテー家 は、 市 門の外、 マ リーエ ン通 りの イ ェーガ

 ーハ ウスで新 婚生 活 を送 る こ とに なった。 写真 はその 頃の新 妻 ク リス テ ィ

 アー ネの 肖像 画。1792年6月 、 ゲー テー家 は再 びフ ラウエ ンプ ラー ンの家

 に転居 。 以後 、ゲ ー テは死 ぬ まで住 まい を移 す こ とはなか った(1794年6

 月17日 、 カー ル ・ア ウ グス ト公 はゲ ー テに この 邸宅 を贈 与 した)。 なお 、

 フ ラウエ ンプ ラー ンの邸 宅は、現 在 「ゲー テハ ウス」 と して一 般公 開 され

 てい る。

3)『 ク リス テ ィアー ネの 日記 』

4)『 ク リステ ィアー ネの墓碑』(旧 墓碑)

  ク リス テ ィアー ネの亡 骸 は、 ゲー テ とク リステ ィアー ネが1806年10月19日

 に挙式 したヤー コプ教 会の墓地 に葬 られ た。 しか しヤ ー コプ教 会墓 地 は彼

 女 の死 後2年 後 に 閉鎖 され、 荒廃 した。生 前 ゲー テが妻 ク リス テ ィアー ネ

 の墓 に関心 を示 さなか った こと もあ り、 しば ら くク リステ ィアー ネの墓地

 が特 定 で きない状態 にあ ったが 、1888年 に彼 女の墓 地が再確 認 され た。 こ
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れ をうけて ゲー テ協会が墓 碑 を発 注、 クリステ ィアー ネが逝去 した 際に ゲ

ーテが 詠 んだ4行 詩 「お お太 陽 よ … 」(本 論参照)を 刻 ませ たが
、肝

心 の ク リス テ ィアーネの生 年が1765年 では な く、1年 早 い1764年 になって

い た。 ゲー テ研 究 におけ るク リステ ィアー ネの存在 軽視 の…例 として、 こ

の 旧墓碑 の写真 を挙 げてお く。1990年 代 に なって、 再度 ゲー テ協 会 に よっ

て墓 碑が 改 め られ、正 しい生没 年 月 日(1765年6月1日 生 、1816年6月6日

没)が 刻 まれ た。 この写真で は低 い生垣 が、現在 で は青 々と高 く茂 り、新

しい墓碑 を囲んで いる。

*付 記*

 上 記 写真 資 料4点 は、 ヴ ァイマ ル ・ドイッ古 典 主 義文 学 研 究財 団(Stiftung

 Weimarer Klassik)お よびゲー テ国立博 物館(Goethe-Nadonalmuseum)よ り掲

 載 をお認め いた だ きました。 心 か らお礼 申 し上げ ます。なお 、この研究 報告 は、

 平成14年 度 日本学 術振 興会海外 特別研 究員 と して2002年 秋か ら滞在 中の ドイッ

 にお ける研究 成果の …部です 。  (2003年1月 筆 者)
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1)『 ク リ ス テ ィ ア ー ネ 』(ゲ ー テ 自 筆)
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3>『 ク リ ス テ ィ ア ー ネ の 日 記 』
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